








1.研究目的 

小児の身体発育が遺伝的要因と環境条件の両面から影響を受けることはいうまでもない。

戦後乳幼児の身体発育状態が飛躍的に向上したことは厚生省が 10 年ごとに実施している

乳幼児身体発育調査の結果の年次推移から十分了解できる。とりわけ栄養状態の改善を中

心とした生活条件の向上が、その大きな理由であったことは当然といえよう。 

現在、乳幼児保健指導の実際に用いられている数値は、昭和 55年乳幼児身体発育値であり

、社会的環境条件に係わるものとしては、地域性別(指定都市、その他の市、町村)の検討

がなされ公表されているが、男女とも特記すべき差はみられなかったのである。全国的に

都市化傾向の影響を受けたいわゆる「生活の近代化」が進むなかで、地域性の差が少なく

なってきたのは当然であろう。むしろ、東北、関東、九州などといった地域的な差異のほ

うが大きいと想像されるのであるが、調査対象数の関係からみて、これらの検討を進める

のは統計的に容易ではない。 

そこで、今回は、昭和 55 年乳幼児身体発育調査の一般調査のなかで得られた家族環境およ

び生活環境のうち、①昼間の保育者、②騒音の状況、③日照の状況、について検討を行う

こととした。 


